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タ イ ム ・ オ ブ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク Time of Musicに参加 し て
はじめに
小 林 聡
Kobayashi , Akira 
筆者 は 、 今年 （1996年） の 4 月 か ら 9 月 に か け、 文部省在外研究員 と し て フ ィ ン ラ ン ド
に滞在 し 、 フ ィ ン ラ ン ド 国 立 シ ベ リ ウ ス ア カ デ ミ ー に 籍 を 置 き な が ら 、 フ ィ ン ラ ン ド の 現
代音楽 に つ い て の 調査 ・ 研究を行 っ た。 筆者の 研究過程で最 も 印象 深 か っ た の は 、 フ ィ ン
ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズ の 一貫 と し て 行 わ れ て い る 現代音楽祭、 タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー
ジ ッ ク Time of Music lこ 参加 し 、 フ ィ ン ラ ン ド の 作曲家や演奏家 ば か り で な く 、 ヨ ー ロ ッ
パ や ア メ リ カ か ら 来 た 芸術家達 に 接 し た こ と で あ る 。 タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク で の 経
験を振 り 返 っ て み た い と 思 う 。
I . タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク Ti me of Mus icの概要
1 . タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク 参加 し た経緯 に つ い て
フ ィ ン ラ ン ド で 毎年多 く の 音楽祭が催 さ れ、 現代音楽 も 積極的 に 演奏 さ れ て い る こ と は
知 っ て い た が、 タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク に つ い て は、 シ ベ リ ウ ス ・ ア カ デ ミ 一 作 曲 科
の パ ー ヴ ォ ・ ヘ イ ニ ネ ン Paavo Heininen ； 教授か ら 聞 く ま で は 何 も 知 ら な か っ た 。 教 授 か
ら 、 大変興味深 い イ ヴ ェ ン ト で あ る か ら ぜ ひ参加す る よ う に と 勧 め ら れ、 フ ィ ニ ッ シ ュ ・
ミ ュ ー ジ ッ ク ・ イ ン フ ォ メ イ シ ョ ン ・ セ ン タ ー Finnish Music Information Centreu に 行
き 資料 を 調 べ て み た 。 フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズFinland Festivalsの ブ ッ ク レ ッ
ト の な か に 1 ペ ー ジ の 案 内 が あ り 、 フ ィ ン ラ ン ド語で書か れ た パ ン フ レ ッ ト を見つ け た。
後 に な っ て 気付 い た こ と で あ る が、 ガ ウ デ ム ス ・ イ ン フ ォ メ イ シ ョ ン Gudemaus Infor­
mationnの 1996年 7 月 号 に は詳 し い プ ロ グ ラ ム が載 っ て い た。
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2 . フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズFinland Festivals 
フ ィ ン ラ ン ド で は、 毎年、 フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズFinland Festivals と 呼
ば れ る 一連 の 文化的 な イ ヴ ェ ン ト が催 さ れ る 。 1968年 に フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル
ズ協会が発足 さ れ た 時 に加盟 し て い た フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル は た っ た の 8 団体 で あ っ た が、 現
在 で は 50以上の 団体が加盟 し 、 年聞を通 し て、 文化的 な イ ヴ ェ ン ト を 行 っ て い る 。 毎年の
参加者 の 総数 は 100万人を 超え て い る 。
フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル の ゼネ ラ ル ・ マ ネ ー ジ ャ ー の ト ゥ オ モ ・ テ イ ル コ ネ ン
Tuomo Tirkkonenは 、 今年度 のパ ン フ レ ッ ト の 中 で次の よ う に 述 べ て い る 。
フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズ の イ ヴ ェ ン ト は わ が 国 の 魅力 の 中心的な 要素です。
フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズ は膨大な 数 に の ぼ る 一流 の コ ン サ ー ト 、 映画、 ダ ン
ス 、 演劇 の 上演、 カ ー ト ゥ ー ン 、 文芸作品、 子供た ち の 芸術、 民族芸能等を提供 し ま す。
特 に夏期 の フ ィ ン ラ ン ド を フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル を見な い で旅行す る の は難 し い と 思い ま す。
フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズ の イ ヴ ェ ン ト の 中 に 自 分た ち の お気 に 入 り の も の を
見つ け る 人達 は た く さ ん い ま す。
皆 さ ん は、 我 々 の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズ に、 飛行機、 列車、 船等で お 越 し い た だ け ま す
が、 あ な た の 運転で ご家族一緒 に お越 し い た だ け れ ば大変嬉 し く 思 い ま す。
こ の パ ン フ レ ッ ト に は フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル ズ の あ ら ま し が載 っ て い ま す。
も っ と 詳 し い情報 は 、 各 々 の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ルや私達の事務所で提供致 し ま す。 私達 は
い つ も フ ィ ン ラ ン ド語、 ス ウ ェ ー デ ン語、 ド イ ツ 語や他の言語で皆 さ ん の お 手伝 い を 致
し ま す。 ま た、 イ ン タ ー ネ ッ ト ・ サ ー ヴ ィ ス も 行 つ守 て お り ま す。
私達 は フ ィ ン ラ ン ド で皆 さ ん を お待 ち し て い ま す。 フ ィ ン ラ ン ド ・ フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル
ズ は皆 さ ん に 満足 し て い た だ け る も の と 信 じ て い ま す。
3 . タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク Time of Musicの 開催地 に つ い て
タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク Time of Music は ヴ ィ ー タ サ ー リ Viitasaari と い う 、 地 理
的 に は ほ と ん ど フ ィ ン ラ ン ド の 中央部 に あ る 、 人 口 9,000人 ほ ど の 小 さ な 街 で 行 わ れ る 。
ヴ ィ ー タ サ ー リ に は、 へ ル シ ン キHelsinkiか ら ユ ヴ ァ ス キ ィ ラ Jyvaskyla ま で 特 急 列 車 に
4 時間弱乗 り 、 そ こ か ら 特急 パ ス に 2 時 間 ほ ど乗 る と 到着す る 。 ヘ ル シ ン キ の 近郊 を 過 ぎ
る と 森 と 湖 の 景色が続 き 、 フ ィ ン ラ ン ド が 「森 と 湖 の 国」 で あ る こ と を 実感 さ せ ら れ る 。
ヴ ィ ー タ サ ー リ は 湖 に 面 し た美 し く 、 静 か な 街で あ る 。
タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク は夏休 み 中 の 中学校の 施設、 街 に あ る い く つ か の 教会、 ホ
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テ ル ・ ピ フ ク リ Hotel Pihkuriで行わ れ る 。 ホ テ ル ・ ピ フ ク リ は街 の 中 に あ る た っ た 一件
の ホ テ ル で あ り 、 フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル の期間 中満員 に な っ て し ま う た め、 参加者達は タ イ ム ・
オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク の 事務所を通 し て 中学校の空 い て い る 教員宿舎 に 宿泊 す る こ と がで き
る 。 料金 は 1 泊 120マ ル カ （約￥2,000） で あ る 。 私 も こ の 教員宿舎 に 滞在 し た。
4 . タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク の歴史
現在で は タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク と し て知 ら れて い る 、 ヴ ィ ー タ サー リ ・ ミ ュ ー ジ ッ
ク ・ ア カ デ ミ ー Viitasaari Music Academy は、 1982年 に 始 め ら れ た 九 タ イ ム ・ オ プ ・
ミ ュ ー ジ ッ ク の 創設者達の 中 で も と り わ け ユ ッ カ ・ テ ィ エ ン ス ウ Juuka Tiensuu .. は 、 ク
ラ シ ッ ク 音楽 が音楽界 を支配 し、 現代音楽を演奏 し 広 め る こ と が 困 難 な 状況 に 不 満 を 感 じ
て い た 九
現代音楽の 知識人達 は 、 タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク を 出 来 る 限 り 素晴 し い も の に し た
い と 考え、 ジ ョ ン ・ ケ ー ジ Jhon Cageを 1983年の フ ェ ス テ ィ ヴ ァ ル に 招 待 し た 九 そ れ 以
後、 タ イ ム ・ オ ブ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク に は ヤ ニ ス ・ ク セ ナ キ スIannis Xenakisが1986年に ジ ョ ー
ジ ・ ク ラ ム George Crumbが1991年 に 招待 さ れ て い る 。 1982年 に タ イ ム ・ オ ブ ・ ミ ュ ー ジ ッ
ク が始 め ら れ て か ら 今 日 ま で に 、 約1 , 200作品 が演奏 さ れ、 そ の う ち の 約700作品 は フ ィ ン
ラ ン ド初演で、 100作 品 は 世界初演で あ る 九
II . 今年の タ イ ム ・ オ ブ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク に つ いて
1 . 今年の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て
今年の タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク は、 7 月 4 日 （木） か ら 7 月 9 日 （火） の 6 日 聞 に 、 15
回 の 現代音楽 の コ ン サ ー ト が行 わ れ た 。 主 な 招待作曲家 ・ 招待演奏家 と サ プ ・ タ イ ト ル は
以下の と お り で あ る 。
Ensemble Aleph - from the cellar of the poet 
Kromata - the strikers in the ring 
Kaapeli - a quartet from the shadows of a fastory 
Maurizio Barbetti - viola noblesse 
Philip Mead - ebony and ivory 
John king with a guitar elecronically 
Adriana Holszky whirlwinds and suspension bridges 
Stephen Montague on the road 
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文、 こ の 期 間 に 5 回 の ポ ピ ュ ラ ー 音楽の コ ン サ ー ト が ホ テ ル ・ ピ フ ク リ の レ ス ト ラ ンで、
4 回 の イ ヴ ェ ン ト が ホ テ ル ・ ピ フ ク リ の庭で行わ れ た 。 出 演者は以下の と お り で あ る 。
Eero Ojasen trio 
Jatkoroikka 
In Time Quintet 
How many Sisters 





コ ン サ ー ト の ほ か に 、 各種の コ ー ス が行われた。 コ ー ス 科 目 ・ 講師陣 は下記の と お り で
あ る 。
作曲 Juuka Tiensu 
即興 John King 
ヴ ィ オ ラ Maurizio Barbetti 
フ ル ー ト Mikael Helasvuo 
コ ン ビ ュ ー タ ー ・ ミ ュ ー ジ ッ ク Otto Romanowski 
コ ン ビ ュ ー タ ラ イ ズ ド ゥ ・ ノ ー テ イ シ ョ ン Kai Nieminen 
ダ ン ス Virpi Pahkinen 
2 . 筆者の 参加 し た プ ロ グ ラ ム に つ い て
今回 の タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク に お い て、 筆者 は 7 月 6 日 （土） か ら 7 月 10 日 （水） ま
で、 ヴ ィ ー タ サ ー リ に 滞在 し 、 以下の コ ン サ ー ト ・ イ ヴ ェ ン ト ・ コ ー ス 等 に 参加 し た。
7 月 6 日 （土）
4 : 00 p .m.～ Chapel 
Fragments & Seguments 
7 : 00 p .m . ～ Theatre 
Arrets frequents 
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7 月 7 日 （ 日 ）
日 ： 00 a .m.～ Course center 
Composition Lecture Adriana Hδlszky 
2 : 00 p .m .～ chapel 
Furies and Elegies 
4 : 00 p . m . ～ Parish hall 
Some spinters, One Bonder 
7 : 00 p .m .～ Church 
De profundis . .  
1 1 : 00 p .m .～ Hotel pihkuri 
In time Quintet 
7 月 8 日 （月 ）
タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク Time of Musicに参加 し て
11 : 00 a .m .～ Course center 
Composition Lecture Maurizio Barbetti 
5 : 00 p .m .～ Theatre 
Crimes and Dreams 
7 : 00 p .m .～ School center 
Contrasts 
10 : 00 p .m .～ Theatre 
7 月 9 日 （火）
11 : 00 a .m .～ Course center 
Composition Lecture Mikael Helasvuo 
3 : 00 p .m .～ Chapel 
Strange matter 
5 : 00 p .m .～ Cafeteria （雨天の た めOpen airを変更）
Market and Mind 




短期 間 に こ れ だ け 多 く の 行事 に 参加す る こ と は、 毎 日 音楽づ け に な っ て し ま い退屈 し て
し ま う こ と に も な り か ね な い が、 ど の プ ロ グ ラ ム も 非常 に新鮮で興味深 い も の で あ っ た。
こ れ ら の プ ロ グ ラ ム の 中 で も 、 現代音楽 を研究 し て い る 筆者 に と っ て は、 ユ ッ カ ・ テ ィ エ
ン ス ウ の作曲 の コ ー ス が印象深い も のであ っ た。 彼の作曲の コ ー ス は毎 日 ゲ ス ト の レ ク チ ャ ー
を 交 え な が ら 行わ れ た が、 特 に 7 月 7 日 （ 日 ） の コ ー ス は圧巻 で あ っ た。 こ の 日 の ゲ ス ト は、
イ タ リ ア 人 ヴ ィ オ ラ ・ プ レ イ ヤ ー の マ ウ リ ツ ィ オ ・ パ ー ベ ッ テ ィ Maurizio Barbetti で 、
こ の ほ か に イ ギ リ ス 人作曲家の ス テ フ ァ ン ・ モ ン タ グ Stephen Montagu、 ド イ ツ 人作 曲
家の ア ド リ ア ナ ・ ホ ル ス キ ィ ー Adriana Holszky等の招待作曲家 も 参加 し た。 マ ウ リ ツ ィ
オ ・ パ ー ベ ッ テ ィ が ヴ ィ オ ラ の現代奏法を 1 時間 ほ ど レ ク チ ャ ー し た 後、 音楽観 ・ 作曲 家
論 ・ 演奏家論等 に つ い て 熱 い論議が繰 り 広 げ ら れ た。 こ の 日 の講義の模様を振 り 返 っ て み
fこ L 、。
ス テ フ ァ ン ・ モ ン タ グ ： 「 あ な た は今 ま で に見ず知 ら ずの 作曲家か ら 送 ら れ て き た 曲 を 演
奏 し た こ と は あ る の ？ 」
マ ウ リ ツ ィ オ ・ パ ー ペ ッ テ ィ ： 「興味があれ ば、 演奏す る よ 。 」
モ ン タ グ ： 「 わ た し は、 あ な た が今 ま で に見ず知 ら ず の作曲家か ら 送 ら れ て き た 曲 を演奏
し た こ と が あ る の か ど う か 聞 き た い。」
パ ー ベ ッ テ ィ ： 「多分、 す る と 思 う よ 。 」
モ ン タ グ ： 「例 え ば、 フ ィ リ ッ プ ・ ミ ー ド ゥ Philip Mead帽 に は 毎週 16～ 18 曲 の 作 品 が送
ら れ て き て い る 「 フ ィ リ ッ プ ・ ミ ー ド ゥ 様、 こ の作品を世界 中 で演奏 し て く だ さ L 、 』 と
い う よ う に 。 彼 は そ れ ら を皆 ご み箱 に捨て て い る 。 あ な た な ら ど う す る ？ 今 ま で に 、 あ
な た ほ ど タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク の レ ク チ ャ ー に 時間 を か け て く れ た 人 は い な い。
だ か ら こ そ、 あ な た に 聞 き た い。 」
パ ー ベ ッ テ ィ ： 「私の 好 き な 曲 な ら 、 演奏す る よ 。 」
モ ン タ グ ： 「 ロ マ ン テ ィ ッ ク な 曲 が好 き な の ？ 」
パ ー ベ ッ テ ィ ： 「 ロ マ ン テ ィ ッ ク な 曲 は好 き じ ゃ な い ね。」
モ ン タ グ ： 「 あ な た は 本 当 に イ タ リ ア 人な の か ？ （笑〉」
パ ー ペ ッ テ ィ ： 「勿論 さ 。 」
モ ン タ グ ： 「 あ な た は本 当 に 、 気 に入 っ た 曲 な ら 見ず知 ら ず の 人 の作 品 で も 演奏す る の ？
私 は 、 今 ま で演奏家か ら コ ン チ ェ ル ト を演奏す る か ら 送 っ て 欲 し い と 言わ れ送 っ て い る
が い つ も 梨の 様だ。」
ユ ッ カ ・ テ ィ ヱ ン ス ウ ： 「私 も そ う だ。」
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モ ン タ グ ： 「 と に か く 、 私達作曲家 に チ ャ ン ス を与 え て 欲 し い。 」
パ ー ペ ッ テ ィ ： 「 こ こ で私 は あ な た方作曲家に 聞 き た L 、。 あ な た 方 は ど ん な 楽器が好 き な
の 9 何か特定 の 楽器 ？ （受講者 に ） 」
受講者 ： 「難 し い質 問 だ… …。 」
テ ィ エ ン ス ウ ： 「作曲 家 は 演奏家 に よ っ て触発 さ れ 曲 を書 く も の だ。 こ れ は 音楽史 を み れ
ば 明 ら か で あ る 。 」
モ ン タ グ ： 「 あ な た は プ ロ グ ラ ミ ン グを す る と き に 、 聴衆 を集め よ う と 考え る か。 」
パ ー ベ ッ テ ィ ： 「 自 分 の 好 き な 曲 を演奏す る だ け さ 。」
モ ン タ グ ： 「作曲 家 は ど う 考 え る ？ ユ ッ カ 。 」
テ ィ エ ン ス ウ ： 「私 は特定の聴衆の た め の プ ロ グ ラ ム を か ん が え た こ と は な い。 フ ィ ン ラ
ン ド の 人 口 は 5,000 ,000 人 だ が 、 音 楽 会 に 集 ま る の は た っ た の 1 ,000 人 だ 。 残 り の
4,999 ,000人 は 音楽会 に 来て い な い わ け だ。 結局、 音楽会 に 来 る か こ な い か は 聴 衆 が 決
め れ ば い い こ と だ。」
おわ り に
今 回 の タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ク に 参加 し た こ と は、 先 に も 述 べ た よ う に 筆者 に と っ て
非常 に得難 い、 素晴 し い経験で あ っ た。 ヴ ィ ー タ サ ー リ の 美 し い 自 然を 満 喫 で き た だ け で
も 十分で あ る が、 な に よ り も 嬉 し く 思え る の は こ の 音楽祭 に 大変家族的 な 雰囲気が感 じ ら
れ る こ と で あ る 。 参加者全員 が音楽 を と お し て一体 に な っ て い る の で あ る 。 招待芸術家 ・
ス タ ッ フ ・ 聴衆 ・ 受講生 ・ 街の 人達、 音楽祭に集 ま っ た 人達が皆本 当 に 親切で、 誰 と で も
親交 を 深 め る こ と が 出 来 る 。 国 際 的 な 桧舞台 に 立 っ て い る 芸術家 も 例外で は な L 、。 フ ル ー
テ イ ス ト の ミ カ エ ル ・ ヘ ラ ス ヴ ォ Mikael Helasvuo は、 教会 に 歩 い て 行 く 筆者を 見 て 車 を
止 め て く れ た。 ヴ ィ オ ラ ・ プ レ イ ヤ ー の マ ウ リ ツ ィ オ ・ パ ー ベ ッ テ ィ は、 作 品 を送 っ て 欲
し い と 励 ま し て く れ た 。 作曲家の ア ド リ ア ナ ・ ホ ル ス キ ー は ヴ ィ ー タ サ ー リ か ら ヘ ル シ ン
キ ま で の 帰 り 道、 彼女の音楽観を 聞 かせて く れ た。 ヴ ィ ー タ サ ー リ で受 け た 親切 は 数 え 切
れ な L 、。 こ の 家族的 な 雰 囲気 も ス タ ッ フ の 努力 に支え ら れて い る と 思 う 。 例 え ば、 コ ン サ ー
ト で 出 演者一人一人 に ス タ ッ フ か ら 可愛 ら し い花束が送 ら れ る 。 こ れ ら の 花束 は 、 ス タ ッ
フ が近 く の 草原で花を摘み作 っ た も の で あ る 。 筆者 も ス タ ッ フ に は どれ ほ ど助 け て い た だ
い た か分か ら な い。 朝 か ら 夜遅 く ま で働 き 詰め な の に も か か わ ら ず、 土砂降 り の 雨 の な か
を傘 も さ さ ず に 宿泊場所 ま で案 内 し て く れ た り 、 フ ィ ン ラ ン ド語 の レ ッ ス ン ま で し て く れ
た ス タ ッ フ の方 々 に は本 当 に 頭が下が る 。
最終 日 の 夜10時か ら ホ テ ル ・ ピ フ ク リ で 打 ち 上 げパ ー テ ィ ー が行われた。 こ のパ ー テ ィ ー
nu 
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の テ ィ ケ ッ ト は30マ ル カ （約￥700） で、 誰で も 参加 出 来 る 。 い つ も T シ ャ ツ と ジ ー ン ズ
で忙 し く 動 き 回 っ て い た女性 ス タ ッ フ 遣が こ の と き は イ ヴニ ン グ ・ ド レ ス で正装 し て いて、
と て も 美 し く 、 微笑 ま し い。 彼女達 の 勧 め て く れ た シ ャ ン ペ ン は美味 し く 、 ビ ュ ッ フ ェ 料
理 も 美味 し か っ た。
今 回 の タ イ ム ・ オ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク に 参加 し た こ と は、 大変有意義 な 経験で あ っ た。 こ
の 音楽祭で多 く の現代芸術 に 接 し 、 参加 し た人達の暖か い心情 に 触れ、 多 く の 知 己を得た
こ と は忘れ ら れ な い。
i フ ィ ン ラ ン ド の作曲家、 ピ ア ニ ス ト 、 教育者。 1938～ 交響曲 2 曲、 ピ ア ノ 協奏曲 8 曲 の 他、 多
〈 の伶品があ る 。
ii Lauttasaarentie 1 FIN-00200 Helsinki Finland Telfax + 358-9-682-0770 
Tel . + 358-9-68101316 20,000以上の作品を所蔵 し 、 利用者は未出版の作品 を 手 に 入 れ る こ と も
出 来 る 。 ス タ ッ フ の 対応は親切で迅速で あ る 。
温 Kaij a and Markku Valkonen, Festival Feaver Finland Festivals, translated by 
Yhtii. j uhlaa (Helsinki , Otva Publishing Company Limited, 1994) , p .85 
iv フ ィ ン ラ ン ド の作曲家、 ハ ー プ シ コ ー ド奏者。 1948～ シ ベ リ ウ ス ・ ア カ デ ミ ー で パ ー ヴ ォ ・ へ
イ ニ ネ ン に作曲 を 師事。 代表作にMXPKZL、 Puro等があ る 。
v Kaija and Markku Valkonenn, op. cit. , p . 16 
vi ibid. 
姐 今年の リ ー フ レ ッ ト 。
姐 イ ギ リ ス の ピ ア ニ ス ト 。 1947～
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タ イ ム ・ オ ブ ・ ミ ュ ー ジ y ク Time of Musicに参加 し て
演奏中 の M a u r i z i o Barbett i （ ヴ ィ オ ラ ） と
J u kka  T i e nsuu  （ ピ ア ノ ）
演奏中 の M i kae l  H e l asvu o 「1 （ フ ル ー 卜 ）
花束を作る ス タ ッ フ 達
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